
越後平野の断面図

大自然が
育んだ
信濃川の
カタチ

信濃川のかたち・古代編

信濃川とは？

いにしえにおける信濃川の成り立ちを信濃川源

流から河口までの範囲で紹介します。

信濃川の源流は、
長野（信州）・山梨
（甲州）・埼玉（武
州）にまたがる旧国
名の頭文字を集めた
甲武信ヶ岳から発し
て、新潟市の日本海
に至る全長367kmの
日本一長い河川です。
長野県では千曲川
と呼ばれています。

出典：国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所,2007,信濃川・越後平野の地形と地質

日本列島は、約３００万年前から隆起を始
め、約２００万年前から現在見られる山地・
丘陵・低地の原型が作られました。信濃川の
始まりはこの頃と考えられます。

①約200万年前 ②約100万年前

③約40～30万年前 ④約1.8万年前

⑤約7千年前 ⑥現在
図1.3.1 信濃川流域の古地理の変遷略図

古い時代の岩石は
平野の地下にもぐり
込んでいます。そし
て、その上に約２０
００万年前からの土
砂が厚く堆積してい
ます。

信濃川の成り立ち

越後平野の地質（地層）

越後平野を縦
に切って横から
見た図です。
山地・丘陵は隆
起し、平野部は
沈降という地殻
変動が起きてい
ます。 図1.4.1 長岡周辺の地質断面図

図1.2.1 越後平野周辺の地質鳥瞰図

図1.1 信濃川水系の略図
ここが
源流

地質鳥瞰図 凡例

信濃川の大部分は海で、将来、千曲川、
犀川になる河川が日本海に注いでいま
した。

大地の隆起により、海であった地域に
陸地が広がり始めました。千曲川・犀
川は合流し現在の高田側に流れていま
した。

大地の隆起が進み丘陵が作られていき
ました。高田側に流れていた千曲川は
信濃川につながり流れるようになりま
した。

大地の隆起がさらに進みました。この
ころは氷河期で海面が今よりも約120m
低い位置にありました。

暖かくなり海面が上昇し、現在とほぼ
同じ高さになりました。平野には湾が
でき信濃川や諸河川から流れでた土砂
が湾を埋めていきました。

湾は信濃川や諸河川から流れ出した土
砂により埋め立てられ、現在のような
姿になりました。
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